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　　　　　　　　　　カナ ダ にお ける幼児教 育
ヘ リ テ

ージ ラ ン ゲ
ー

ジ プ ロ グラ ム （異文化の 中で の 民族継承語教育 ll）
　　　　　　　　　　　　　　　 近 江 ひ ろ え

　　　　　　　　　　　　　　　（金 沢 工業 大 学）

は じ め に ：第
・
報 「異文化の 中 で の 民族継承語 教育

⊥」で はヘ リテ
ージ ・ラ ン ゲ

ージ ・エ デ ィ ケ
ー

シ ョ ン ・

プロ グ ラ ム 凵本語教育 を受け る児童 を持つ 親 の 意識調

査 を基 に 「親 の 言 語 ・文化継承」 に つ い て 考察 した。

そ の結 果、親 の 言葉 で あ り子の 母語 で ある 凵本語 は親

の 考え、思 い を伝 えそ して、日本の 精神文化を継承 さ

せ るた め の コ ミニ ケーシ ョ ン の 手段 と して 親 に と っ て

は絶 対 的 な もの で あ る こ と を示す事が で きた。又、異

言語、異文化 の 社会 に おい て 子 の 母語 を保 ち、習得 さ

せ る 事の 必要性 を理由付けす る結果 に もな りそれ はヘ

リテ
ージ ・ラ ン ゲ

ージ・エ デ ケ
ー

シ ョ ン の 存在理由を

解明す る こ と に もつ な が っ た。第二 報 で は、母語で あ

り第
一

言 語 （Ll ）の 日本語 と第 言 語 （L2 ）で あ

る英 語 との 関係 に焦点を置い て 追求す る 。

旦豊 ：L ユが L2 に移行す る 過程 に つ い て 追求する

竝塾 ：幼 稚 園 で 2年 間 の 日本 語教育 を 受け 小学 部に

在籍す る 9才 の 児童 を中心 に 構成され た新移住者 12

家庭 （日本人家庭 ll ・日本人 とカナ ダ人の 家庭 1） ・

3 ユ児 童 （第 T報 と同 対 象者 ）

五法 ：質問紙法 （対 象 と な る児 童 の 母親が 質問 項 目

に 記述す る）　　 （質問項 目｝

（ユ）言 語環境 （取 り巻 く環境）

　 1 ）きよ うだい 数

　 2 ）家庭内 に おけ る使用言語

　　　 a ）両親 間 で 使用す る言語

　　　 b）親子 間 で 使用す る 言語

　 　 　 c ） き ょ うだ い 問 で 使 用 す る 言語

　 3 ＞ 1ilt生 順位 ・男女 差 につ い て

　　　 a ）出生 順位 に よ っ て 日本 語 の 習 得 に 差 が

　　　　　 あ る と考えるか、あ る場合、そ の 理由

　　　 b） 男 女 に よ っ て 日本語 の 習得 に差が あ る

　　　　　 と考 えるか、あ る場合、その 理 由

（2 ） 日本語 を習得 させ る ヒで 問題 とな る時期 と そ

　　 の 理由

（表 2）

雌 ：調査 項 目の 結果 を表 1 〜4 に 示 し た 。

　 ユ　
｝ ラ五

　　　　 1　　 碍

1）き ょ うだ い 数　 〔表 1 ）

2 人 12 　34 　566 家庭 （姉妹構成が 2 家庭）

3 人 凹圈 回 1 幽 5家 庭 幌 弟構 成 が 2 家庭 ）

4 人 △ 1家庭

数字 ・縁 庭厳 ・す ○ ・2 ・ き ・ うだ・・め姉妹黼

□ ・3 人 き・ うだ い （白睇 黻 ） △ ・・人 き・ うだい

2　
宀
庭　に ’t る　　雪 ・h

（表 2 ）

向親 間 の 使用 言語 は 日本 人 と カ ナ ダ 人 と の 1家 庭 をの

ぞ き日本 入家庭 は 日本 語 で あ っ た。また 親子 間 の 使用

言語は 口本讙が 6家庭、R ・英併用が 6家庭 と半々 だ

が 、きょ うだ い 問の 使用言語は 日本語の 家庭 は な く日 ・

英併用が 5家庭、英詒 が 7 家庭 で あ っ た 。 その 中で 兄 ・

弟、姉
・
妹の き ょ うだ い 構成の 4 家庭は 親子聞の 使用

言語 は 目英併 用 で あ りそ して、き ょ うだ い 間 の 使用言

語 は 3 家庭が 英語で 他 の き ょ うだい 構成 に 比べ よ り英

語 を使 う傾 向 に あ っ た。また き ょ う だい 数 との 関係は

数の 多い 方 が よ り英語 を使う傾 向 に もあ り、き ょ うだ

い 数、構成 は 言語の 発達、獲得 に お い て 大きな 関係が

あ る と考 え られ る。両 親間 で 使 わ れ て い る 日本 語は親

子 間 → き ょ う だい 間 と 次 第 に 弱 くな り年齢 が 高 くな る

に つ れ子 ど もは、両親の 使う日本語以 ヒに きょ うだ い

問で 使う英語の 影響 を強 く受け 日本語→日 ・
英併用→

英 語の 過 稈 を経て 自分の 触れ る社 会 生 活 に 必要 な 英語

を獲得 して 行 くもの と考え られ る 。 また家庭 内の 言語

環 境 は子 ど もの 言 語 変 化 に 従 っ て 親 も子 ど も との コ ミ

ニ ケ
ー

シ ョ ン の 手段 と して 英 語 が 必 要 に な り 日本 語 か

ら次 第 に H ・英併用 に 変化 して 行 くもの と考え ら れ る。

2 ）家庭内 に お ける 使用言語

間　
使用言語

日本語 日 ・英併 用 英語

a ｝ 両親間   2         ［コ国回［鹵肉
b） 親子 開         国圄 6＠回由向
c ｝き ょ うだい 間 1       圄   ・ ［コ囹 ・…
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3　 　 生 ）1 立 ・ t に つ い て （表 3）

3 ） a ） 出生 順 位 ・b） 男 女 差 （表 3 ）

ど もに よっ て 違 う。」が 挙げ られ た。そ れ は 男の 子 と

女 の 子で は生活の しか た、遊びも違 い 女の 子の 場合は、

母 親 と接 す る 時 間、場 面 も多 くそ こ で の 日本語 で の や

りと りの 中か ら習 得す る 日本語 が 多い と考 え られ る 。

また、子 ど もは 性格、興味、知能に も個人的特徴が あ

り言語 の 習 得 に も個 人差 は大きい と考え られ る。

　 2　 　　
訟

を　
t

　 せ る hで ・　 とi る
．

仮定 され る 日本語の 使用
（表 4 ）

a 　生 立 ： 「出 生 順 位 に 差 が あ る」 と回答 した の

は 7 家庭 で あ り出 生順 位に差 が ある と考 えられ て い る。

そ の 中の 5家庭 の 使用 喬 語 は親子 間 は 日 ・英併 用、き ょ

うだい 間で は 英語 で 、よ り英語環 境 が強 い 家庭 と考え

ら れ る。そ の 理 由 と して 「・第
一

子 は 親子 間で 日本語

を通す こ とで きた が第二 子、第1−，r一にな る に 連れ て きょ

うだい 間の 会話が 英語 にな り日本語を通す こ とが 難 し

くな る。 ・第 一
丁
一
は 第 二 子 が 生 まれ そ の 子 が 英語 を覚

え、話す まで 円本 語 しか 話す機会が な く第
一
言 語 は 凵

本語だ が、第二 子 は き ょ うだい 間 の会話が 英語 が多い

た め に 日本 語 が 定 着 しに くい 。・第
一

子 の 場 合、子 ど

も と 凵本語で 接す る こ と が多か っ た が きょ うだい 間の

会 話 が 英 語 に な る に従 っ て 家庭内で は 日本語 の 量 が 減

る。また 、親が 日本語 学習 に か け る 時間や 忍耐強 さが

第
一

子 とeg：一子 とで は 異な る。・き ょ うだ い の 下 に 行

くに従 っ て 日本語の 発音 に 問題が 生 じ語彙数が 少 な く

な る。」 が 挙げられ た。そ の 理由か ら、第
一

子 は両親

の 日本語 に よ る 働きか け、話す こ とばを 聞き コ ミニ ケー

シ g ン の 手段 と して 日本語をL1 と して カ ナ ダ杜会 の

英語 に 接す る まで 育つ が 、第二 了
．
は 両親 の 日 本 語 に加

え て 第
一

子の 英語の 影響 を受けて 育つ 。第 三 子 にお い

て は両親の 日本語の 影響以 上 に きょ うだ い 問で 使う英

語 の 影響 を強 く受け て 育ち 第二 予、第三 子 と下 に 行 く

に 従い 日本語 は L1 で はあ るが 第
一
子 に 比 べ て そ れ が

次第 に弱 くなっ て行 くと考えられ る 。 そして、第 子

が 英 語 を習 得 してい く過 程は 、家庭内言語環境 を 日本

語 か ら 英詒 へ と移行す る 過程 と も考 え られ る。

上上 」弖幺差 ：男女差 に つ い て は、あ る （4 家庭〉ない

（5家庭）分 か らな い （3 家庭 ）で あ っ た。あ る 理 由

と して は 「・女 の 子 は 親 か らの 話 しか け 以上 に 自分 か

ら話す こ とが 多 く本が 好きで ある。・男 の 子 は低 年 齢

で は こ とば の 発達が 遅い と感 じる 。 」ない 理由 と して

は 「・男 女差で は な く性 格の 差 で あ り内気 な 子 とそ う

で な い 子 で は か な りの 差 が あ る。内気 な子 は家で 親 と

話す方が 多 くなる の で 日本語が 定着す る と思 う。・子

1驚
罷
糠
・

’9l　　　 I　　　 I　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 l　 　 　 　 li

l2345678
　　　　　　（J．K ）（S．K）（G1）（G2）（G3）

　　　　　　年令
一

→〉

そ の 時期 は小 学 1年 ・2 、3 年と考えられ て い る。そ

の 理由 と して 「・幼稚園は半日だ が 小学校 に 入学す る

と 1 日 の 学校生 活 に 変 わ るた め 日本 語 に触 れ る機 会が

減 る 。　（小 ・1） ・英語 の 力が 付き始め 日本語 と英語

の 比重が 大 きく変 わ り始 め る。　（小 2 ・3 ）」が 挙げ

られ た 。 そ れ は子 ど もの 生活が 家庭 か ら半 日教育 の 幼

稚園そ して
．．一

日教 育の 小 学 校 へ と変化 しそ れ に と もな

い 言語環境 も日本語 と英語へ と変化する 。 この 二 つ の

言語環境 の 中か ら接す る言語の 時 問、そ の 社会 に適応

す る た め に 必 要 な 言語 と して 幼稚 園 シ ニ ア 、小学校入

学以 後 に 日本語以 ⊥ に英語 を習得 し始め る と考 え ら れ

る。以 上 の 結 果 ・考 察 に よ り第
一、二 、三 子 の 凵本語

使用 を仮定した （表 4）。こ れ は Ll （日本語）が L

2 （英語）に移行する過程 と も仮定する こ とが で きる。

S−b．IL ：異言 語 社会の 中 で 育つ 于 ど もの 言 語 発 達に

大 きな 影響 を 与える 条件 と して 彼 ら を取 り巻 く言 語 環

境 が あ る。そ の 環境 は家庭内、外 に 分け られ そ れ ら が

社 会適応 時期 と関連 し、相互 に 影響 を与え その 子 ど も

独自の 言 語 発達、確立 が な さ れ る と考え られ る 。
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